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ニ ハ 回 イ 里  尼

ゲ

皆 桔 ト

問

一
間
三
問
四イ

到
倒
副
ヨ

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
（設
間
の
都
合
で
返
り
点
、
送
り
仮
名
を
省
い
た
部
分
が
あ
る
。）
（大
谷
大
・
文
）

命

有り
名
避
ち

其
′

母

鶴
埋

ぁ
Ｌ

呼

其
′

母

日
′、レ
　

州

周

島

以テ

泣夕叶

答ゥ
収

れ
、
ｂ
刺
「
自
刊

日‐判
劇
叩

今
　
泣ク
ハ
査
側
‐
個
ず
焼
ヘテ
　
　
　
　
＊
伯
論
＝
姓
は
韓
、
一刷
漢
時
代
の
人
。

日
　
命

＊
得
【
発
、答
　
常
　
痛
。
今
　
母
　
之
　
力
ｄ
剰
＝
醐
町

傍
線
部
ａ
の
理
由
と
し
て
イ
～
二
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

母
の
答
に
い
つ
も
と
は
違
っ
た
強
い
痛
み
を
感
じ
た
か
ら
。

母
の
答
に
本
当
の
愛
情
を
は
じ
め
て
感
じ
た
か
ら
。

母
の
答
に
力
の
表
え
を
感
じ
た
か
ら
。

母
の
笞
に
感
情
的
な
苛
立
ち
を
感
じ
た
か
ら
。

傍
線
部
ｂ
は

「未
だ
嘗
て
泣
く
を
見
ず
。
」
と
読
む
。
こ
れ
を
参
考
に
し
て
、
返
り
点
を
施
せ
。
（送
り
仮
名
は
不
要
）

傍
線
部
ｃ
を
現
代
語
に
訳
せ
。

傍
線
部
ｄ
の
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
イ
～
二
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

い
た
み
を
つ
か
ふ
あ
た
は
ず
。
　
　
　
　
　
口
　
い
た
か
ら
し
む
る
あ
た
は
ず
。

あ
た
は
ざ
れ
ば
い
た
か
ら
し
む
。
　
　
　
　
二
　
つ
か
ふ
あ
た
は
ず
し
て
い
た
し
。

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１６４
ぺ
‐
ジ

翁
説
苑
し

得
レ罪
＝
叱
責
を
受
け
る
の
意
。
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る

め

ブ

　
次

の
文

章

を

読

ん

で
、

後

の

問

い
に
答

え

よ

。

（設

間

の
関

係

か

ら

、

孟

子

日
′、レ
仁

之

勝
ッ
一
不

仁
ェ
・
也
、
。
判

判

叫

郷

送

り
仮
名

を
省

略

し

た
部

分

が
あ

る
。
）

．
引

二
於
　
不

　
仁

・
之
　
甚

キ
　
者

己
　
央
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「孟
子
じ

＊
煽
＝
火
が
消
え
る
。
　

亡
Ｈ
少
し
ば
か
り
の
仁
を
も
失
っ
て
し
ま
う
。

猶
下
以
ニ

則
　
謂
ニ

今

之

為スレ
ら

ふ
ぁ

「

刃

判
翻

不レＴ

焼

救
中

一　
一「

一
‐
剰

勝
レ
火
。
此

又

問

一　
傍
線
部
０

「猶
二水
勝
フ火
。
」
を
、
す
べ
て
平
仮
名

。
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
書
き
下
せ
。

問
工
　
傍
線
部
の

「猶
下
以
二

杯
水
一救
生

車
薪
之
火
上也
。
」
を
分
か
り
や
す
く
日
語
訳
せ
よ
。

問
三
　
傍
線
部
０

「与
」、
ω

「終
」
の
読
み
方
を
、
そ
れ
ぞ
れ
送
り
仮
名
を
含
め
て
、
す
べ
て
平
仮
名

。
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
記
せ
。

之ヲー

水ハ杯

不卜水

（岩
手
大
）

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１６５
ぺ
‐
ジ

也
。
亦夕
的
幻

必ズ
＊
亡セン

而



中
む

螂
四

　
次

の

『
孟

子

』

染

恵

王

下

篇

の

一
節

を

読

ん

で

、

後

の

問

い

に

答

え

よ

。

（南
山
大

・
文
）
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何セ日ハ
。ン   ク`
ト

■ヲRゲ

而  q
( 5 ) 四

い

と

テ

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

ニ
　

　

　

ハ
ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

　

　

　

ツ

テ

　

　

ツ

働
剰

子
‐

弛

ャ
斉
ノ

と旦

羊

乳

王

之

臣

争

説

其
ノ
　

助

酔

宅

ざ

孝

口
′、レ
働

”
　
於
　
其
ノ
　
友
二
・
而
①
な
質
歪
。
遊‐
プ！
者
Ｐ
媛
キ
其
ノ
　
殿
理

也ゃ
、　
　
可
セ
ゥ
ト
王
　
緊
ャ

妻

　

子

　

於

　

其

　

友

・

而

短

之

レ

楚

Ｃ

遊

　

者

Ｐ

比

二

其

　

反

一　

也

、
　

　

爪

的
‐

王

　

顧

二

左

貝Ｕ
チ
＊
曜

刊

鎌

セ
シ
Ａ

其
ノ
　

妻
　

毛

一、
晦

　
如

レ
ぁ
　
何
セ
ゥ
ト

王
　

国
′、
フ
棄
テ
↓
卜
　

　

　

＊
凍
餃
＝
琴

た
勢

え
さ
せ
る
。

問

一　
傍
線
部
０
の

「孟
子
」
と
最
も
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
思
想
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
兼
愛
説
　
　
　
回
　
性
悪
説
　
　
　
ハ
　
性
善
説
　
　
　
一一　
陰
陽
説

間
二
　
傍
線
部
０
の

「孟
子
」
と
同
時
期
に
活
躍
し
た
人
物
を
次
の
中
か
ら

一
人
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
荘
子
　
　
　
　
回
　
孔
子
　
　
　
　
ハ
　
司
馬
遷
　
　
　
一一　
陶
淵
明

間
三
　
傍
線
部
０
の

「遊
」
と
は
異
な
る
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る

「遊
」
の
字
を
含
む
語
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
遊
説
　
　
　
　
回
　
遊
蕩
　
　
　
　
ハ
　
遊
学
　
　
　
　
〓一　
遊
牧

問
四
　
傍
線
部
０
の

「治
レ士
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
士
分
の
人
を
裁
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
　
王
の
支
配
下
に
あ
る
官
僚
た
ち
に
威
を
揮
う
。

ハ
　
部
下
を
統
率
し
て
職
務
を
遂
行
す
る
。
　

二
　
知
識
人
に
ふ
さ
わ
し
い
学
問
を
身
に
つ
け
る
。

問
五
　
傍
線
部
０
の

「四
境
之
内
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
城
避
に
囲
ま
れ
た
国
都
　
　
　
　
　
　
　
回
　
天
下

ハ
　
領
地
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】一　
四
方
の
異
民
族
が
支
配
し
て
い
る
土
地

問
六
　
傍
線
部
働
の

「言
レ他
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
話
題
を
転
じ
て
ご
ま
か
し
た
。
　
　
　
　
日
　
臣
下
を
と
が
め
て
そ
の
罪
を
責
め
た
。

ハ
　
他
国
の
こ
と
と
し
て
論
じ
た
。　
　
　
　
　
二
　
誤
解
に
も
と
づ
い
て
答
え
た
。

問
七
　
波
線
部
①
の

「之
レ楚
」、
②
の

「不
レ治
」
の
読
み
方
を
平
仮
名
の
み
で
書
け
。

a

だ乙:ヲ

日ハヽ
ク

*

士

師

不ン

台ヒハ

的)

二|!
貝Jチ

女日

之 ブ

何 セ

ト

王

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１６６
べ
‐
ジ

脅ぞ|
貝Jチ

女ロ

之 ヲ
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問
八
　
波
線
部
ａ
の

「之
」
、
ｂ
の

「之
」
の
指
す
も
の
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。
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轡

ソ

ヒ

伯 伯 回ハ山 子 鍾
ク`   。

牙 牙ノ
善キ少と

期 子

メリ所哉選そ冥ゲ期
琴ヲ食フ子 之 善キ拶

夕
之

押チ鍾 諜ん唄ラ哉
か毛ヲ徳ハ

模ヲ子
琴; 而

子な方二
有ル

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
（但
し
、
問
い
の
都
合
で
返
り
点

・
送
り
仮
名
を
省
い
た
部
分
が
あ
る
。）
（国
学
院
大
）

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１６７
ぺ
‐
ジ

人

問

一　
空
欄
①

。
②
に
入
れ
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
語
を
、
次
の
イ
～
ホ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
選
べ
。

イ
　
若
　
　
　
回
　
与
　
　
　
ハ
　
以
　
　
　
一一　
亦
　
　
　
ホ
　
復

間
二
　
空
欄

ａ
の
中
に
は

「生
涯
、
二
度
と
琴
を
ひ
か
な
か
っ
た
」
の
意
味
の
文
が
入
る
。
そ
の
原
文
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
イ

～
ホ
の
中
か
ら

一
つ
選
べ
。

イ

終

身

復

琴

不

鼓

　

　

口

終

身

不

復

鼓

琴

　

　

ハ

不

鼓

復

終

身

琴

一一

不

終

身

鼓

復

琴

　

　

ホ

終

身

復

不

鼓

琴

間
三
　
傍
線
部
Ａ
の
読
み
を
、
送
り
仮
名
も
含
め
て
平
仮
名

（現
代
仮
名
遣
い
）
で
記
せ
。

問
四
　
傍
線
部
Ｂ
は

「独
り
琴
の
み
此
く
の
ご
と
く
な
る
に
非
ざ
る
な
り
」
と
読
む
。
こ
の
読
み
に
従

っ
て
原
文
に
返
り
点
を
施
せ
。

問
五
　
本
文
の
内
容
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
イ
～
チ
の
中
か
ら
二
つ
選
べ
。

イ
　
賢
人
の
徳
は
、
物
事
を
よ
く
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
備
わ
る
。

二
以テ

知
ル
フ
あ

也
。
伯

牙

鼓
シ
レ
琴ヲヽ

鼓
レ
琴
　
而
　
士心
　
在
二
大
　
山
〓。
鍾

鼓
ス”
ョト
幹

＊
雛

雛

ス

辞
ｌ①ｌ

回

太

志

在
三
流

水
一。
鍾

子

期

又

、
顔

鴻

キ

ぽ

獄

水
。
」

期

必

得
レ
之
。
鍾

子

期

死
、

（
己

滞

劉

剰

世
二

無
シぃ
足ル
ニ
復
タ

為
二　
鼓
ス空

義

者
Ｐ
甲

然
。
難
レ
有
二
賢

者
一、

尽
レ
忠
。
猶
三
御
レ

之

ご

と
キ

判

矧

劉

司

若‐

嗣

Ｔ‐

岬

賢

者

田

田

而
モ
　
無
ク
ネ
礼
　
以
テ
　
接
ス
っ
之
二ヽ

賢
　
舞
二　
由
リ
テ
ヵ

不
レ小
善
ナ
ラ

＊
磯
】

不
ルや
自
ラ
　
千
　
里
ナ
一↓
也
。

翁
呂
氏
春
秋
じ

＊
貌
貌
乎
＝
山
の
頂
の
そ
び
え
る
さ
ま
。
　

湯
湯
乎
＝
水
の
い
き
お
い
よ
く
流

れ
る
さ
ま
。
　

撲
＝
一
日
に
千
里
を
走
る
馬
。



243「 呂氏春秋」

問
ニ イ 六 チ ト ヘ ホ ニ ハ ロ

賢
人
の
徳
は
、
賢
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
。

賢
人
の
徳
は
、
物
事
を
よ
く
知
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。

伯
オ
は
、
い
つ
も
鍾
子
期
の
心
を
察
し
て
琴
を
ひ
い
た
。

鍾
子
期
は
、
い
つ
も
伯
牙
を
賢
者
と
し
て
も
て
な
し
た
。

伯
牙
は
、
鍾
子
期
が
死
ん
で
も
は
や
琴
の
名
人
は
い
な
い
と
思
っ
た
。

伯
牙
は
、
鍾
子
期
が
死
ん
で
後
は
琴
を
ひ
く
の
を
や
め
た
。

伯
牙
は
、
琴
を
破

っ
て
鍾
子
期
の
死
を
い
た
み
悲
し
ん
だ
。

伯
牙
と
鍾
子
期
と
の
故
事
に
最
も
つ
な
が
り
の
あ
る
成
語
を
、
次
の
イ
～
ホ
の
中
か
ら

一
つ
選
べ
。

漱
石
枕
流
　
　
　
　
回
　
琴
必
相
和
　
　
　
ハ
　
流
石

知
音
　
　
　
　
　
　
ホ
　
温
放
知
新



中
圏

螂
四

　
次

の

文

章

を

読

ん

で

、

後

の

問

い

に

答

え

よ

。

（立
命
館
大

・
法
）

＊
寄
　
軽
　
犠
‘一＊
弔

＊
曾
　
子

不
レ
忍
レ
食
二
羊

与
二

日
、

子
。

ナ

ル

モ

何
　
為
　
食

ジ
ウ
ス
ル

而

不

食

羊

案
。

含|!雛、皆
チiリ

傍
線
部
０

「曾
子
不
レ忍
レ食
二羊
案
こ

と
あ
る
が
、
ど
う
し
て
食
べ
な
に
忍
び
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
十
五
年
以
内
で
書
け
。

傍
線
部
働
の

「執
」
の
読
み
方
を
送
り
仮
名
も
付
け
て
、
平
仮
名
で
書
け
。

傍
線
部
０
の

「何
為
食
胎
矢
而
不
食
羊
案
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

何
の
為
に
胎
矢
を
食
う
て
羊
案
を
食
は
ざ
ら
ん

何
ぞ
胎
矢
を
食
ふ
為
な
れ
ば
羊
案
を
食
は
ざ
る

何
為
れ
ぞ
胎
矢
を
食
う
て
羊
案
を
食
は
ざ
る

何
ぞ
胎
矢
を
食
う
て
羊
案
を
食
は
ざ
る
と
為
す

何
為
れ
ぞ
胎
矢
を
食

へ
ば
、
羊
案
も
食
は
ざ
る

何
ぞ
胎
矢
を
食
ふ
を
為
し
て
羊
案
を
食
は
ざ
る

傍
線
部
働
の

「胎
矢
所
レ同
也
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

胎

や
焼
き
肉
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
味
で
あ
る
が

胎
や
焼
き
肉
は
、
だ
れ
で
も
好
む
も
の
で
あ
る
が

胎
や
焼
き
肉
は
、
父
子
と
も
に
好
き
だ
っ
た
が

胎
や
焼
き
肉
は
、
同
じ
く
肉
を
使

っ
た
食
物
で
あ
る
が

胎
や
焼
き
肉
は
、
と
も
に
美
味
な
も
の
で
あ
る
が

義キ案|ヲ

孟   *

子 
公

回ハ
孫

搭

ク
丑

矢ん テ案う
一。ヲ

哉 冥ゲ而ゥ
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胎扶 岬

所
レ

同

問

一

問
二
間
三イ回二ホヘ

問
四イ回二ホ

也
、

羊
胎

案ハ
矢

回ヲ

公 甚ミ

孫
 矢者
丑  
ト

ナ
ン
バ

　

リ
ス
ル
　
　
　
　
　
い
ミ
テ

所
レ

独
　
也
。
講
レ

冥ゲ然ラ羊

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１６８
ぺ
‐
ジ

日

Ｉ
Ｂ
Ｉ

Ｉ Ｉ
ヲ

・

姓
′、
　

所
ナ
”
モ
同
ジ
ゥ
ス
ル
也

、

名
′、
　

所
ナ
培

独
リ
ス
ル
也
卜
。

　

　

　

（
「
孟

子

じ

＊
宮
哲
＝
曾
子
の
父
。
　

羊
案
Ｈ
な
つ
め
の
一
種
。
　

曾
子
＝
孔
子
の
門
人
曾

参
。
孝
行
者
と
し
て
有
名
で
、
『孝
経
』
は
そ
の
著
と
さ
れ
て
い
る
。
　

公
孫

丑
＝
孟
子
の
門
人
。
　

膳
兵
＝
な
ま
す
と
あ
ぶ
り
肉
。
と
も
に
美
味
で
人
が

賞
味
す
る
も
の
。



245 比孟子」

問
ホ イ 五 ヘ

脂
や
焼
き
肉
は
、
同
じ
く
講
む
べ
き
も
の
で
あ
る
が

空
欄
Ａ

・
Ｂ
に
入
れ
る
の
に
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
こ
と
ば
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
中
か
ら
選
び
、

羊
　
　
　
　
回
　
案
　
　
　
　
ハ
　
胎
　
　
　
　
“一　
矢

姓
　
　
　
　
へ
　
名
　
　
　
　
卜
　
同
　
　
　
　
チ
　
独

記
号
で
答
え
よ
。
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繭
ユ
劇
ゴ
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
（立
命
館
大
・
文
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
答

・
解
説
↓
別
冊
１６９
ぺ
‐
ジ

＊
魏
　
頼
　
敗
・一
ネ
秦
　
師
　
子

＊
輔
　
氏
一。
獲
二
杜
　
回
一、
秦
　
之
　
　
草
　
以
　
一ル
・　
杜
　
回
一。
杜
　
回
　
蹟
　
　
而
　
顛
、
故
　
獲
レ
之
。
夜

＊
力
　
人
　
也
。
同
ＩＡＩ
日
］
＊
魏
　
武
　
子
ェ　
有
り
ニ

ネ
駄
　
巽
一、
無
シ
レ
子
。
　

　

夢
ム
レ
働

ウー
一Ｙ

口
′、レ
余
′、
　

而々
町
ガ
所
′
レ
廃
シ
　
婦
　
人
　
之
　
父
　
也
。
就
物

武
　
子
　
疾
ム。
命
ジ
庁
駐
　
日
′、レ
必ズ
　
焼
中卜
之
ヲ
。
＊
疾
　
病
ナ
ル
ト
雌
　
日
′、レ
必ズ
　
　
用
と
ゥ
リ
。
剣
―
凋
　
之
。
潮
‐
命‐
ヲ車
余
　
島
　
以
テ
働
報‐
ュぃ
　
　

　

（「春
秋
し

以
　
為
レ
＊
殉
。
及
庁
卒
ス
と

類
　
嫁
レ
之
。
日
、
疾
　
病

バ
晦
　
舌し
ル
。
吾
　
　
　
　
＊
魏
顆
＝
春
秋
時
代
の
晋
の
人
。
　

秦
師
＝
秦
の
軍
隊
。
　

輔
氏
＝
晋
の
地
。

フ
ト
　
ノ
　

予
を
一　
　
　
ビ
ア　
　
　
　
　
　
　
　
し一　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
ビ
　
　
　
　
　
　
カ
人
出
力
持
ち
。
　
魏
武
子
＝
魏
頼
の
父
。
　
肇
妾
＝
気
に
入
り
の
側
室
。

従
≧

治
・

也
。
及
二
輔

氏

之

役
】、
頼

見
三
老

人

結
レ

疾
病
＝
病
気
が
重
い
。
　
殉
＝
殉
死
。

問

一　

空
欄
Ａ
に
入
れ
る
の
に
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
夫
　
　
　
口
　
予

　

　

ハ
　
ロ
　
　
　
一一　
時

　

　

ホ
　
初

問
工
　
傍
線
部
働
の

「
之
」
、
０
の

「先
人
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
を
さ
し
て
い
る
か
。
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答

えヽ
■
い
。

イ
　
魏
類
　
　
回
　
杜
回
　
　
ハ
　
カ
人
　
　
一一　
魏
武
子
　
　
ホ
　
嬰
妾
　
　
へ
　
老
人

間
三
　
傍
線
部
０
の

「治
命
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
気
持
ち
を
静
め
る
た
め
の
言
葉
　
　
　
　
回
　
一
家
を
治
め
る
た
め
の
命
令

ハ
　
判
断
が
正
常
な
時
の
言
い
付
け
　
　
　
　
二
　
病
気
が
よ
く
な
っ
た
と
き
の
誓
い

ホ
　
病
気
を
治
す
た
め
の
教
え

問
四
　
傍
線
部
側
の

「報
」
の
意
味
を
十
年
以
内
で
書
け
。



247「 春秋」/「論語」

之
　
難

一
也
、

佃
利
「
姻
到

キ
ー
判
―

一‐
‐
∃
刊

〓
―
明

・
―
剰
―
鋼
判
料
習

働言′、

不
，レ【
可
ヵ
↓
以
テ

若
ク
”
ル
是
タ
ノ

其
ン

難
キ
也
。

鳥
レ
君

難
、
馬
レ
臣

不
レ
易
。
も
シ
　
　
　
ラ
バ

如
　
知
三
角
レ

有
り
中
諸
。
孔

子

装
テ

日
′、事

中

不
ル
【
可ヵ
一

〕一　
　
　
ハク
　
われ
　
　
　
シ
　
　
　
シ
ム
ヨト

也
。
人

之

書
口

日
、
予

笠
伊

染
ニ

解
答

・
別
冊
１７０
ペ
ー
ジ

崩
ゥ
君
、
的
叶

其‐
レ

言
‐

ヒゴ

川

計

予
‐
二

違
‐

フ寸

劇

。
叶

其
‐

レ

託

辞

∃

評

升

難

Ｙ

判

到

亦
‐
夕劉

評

翻

女ロシ

不
シ
庁
善
ヵ
ラ

而

莫
勢
之
二

違
フ
キ
ノ
也
、
不

幾

子

一

言

而

喪

邦

子
。

（「論
轟ｗ」）

＊
定
公
＝
魯
の
君
主
の
名
。　
言
不
レ可
二以
若
乙
疋
其
幾
也
Ｈ
言
葉
と
い
う
も
の

は
そ
う
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
近
い
も
の
な
ら
あ
り
ま

す
。
　
○
封
―
対
　
角
―
為
　
築
―
楽

＊
定
　
公
　
間
、

こ
た

ヘ
テ

　

ハ
ク

子
　
鞘
　
日
、

之
　
一言二　
日
′、レ

き
日
　
而
　
喪
レ

若
フ

是

　

其
ほ
ろ
ボ

ス

間

一　
傍
線
部
０
の
部
分
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
左
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
ひ
と
言
を
唱
え
た
だ
け
で
国
を
隆
盛
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
し
た
不
思
議
な
力
を
備
え
た
呪
文
は
な
い
も
の
か
？

回
　
ひ
と
言
を
君
主
に
守
ら
せ
る
だ
け
で
国
を
隆
盛
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
し
た
重
宝
な
言
葉
は
な
い
も
の
か
？

ハ
　
ひ
と
言
を
臣
下
に
守
ら
せ
る
だ
け
で
国
を
隆
盛
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
し
た
優
れ
た
格
言
は
な
い
も
の
か
？

〓一　
ひ
と
言
を
守
る
だ
け
で
国
を
隆
盛
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
し
た
便
利
な
金
言
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
か
？

間
二
　
傍
線
部
０
の
部
分
を
読
み
下
し
文
に
直
せ
。
（す
べ
て
仮
名
で
書
く
こ
と
。
）

間
三
　
傍
線
部
０
の
部
分
は

「
一
言
ニ
シ
テ
邦
ヲ
果
ス
ニ
幾
カ
ラ
ズ
ヤ
」
と
読
む
。
こ
の
読
み
方
に
従

っ
て
、
原
文
に
返
り
点
を
付
け
よ
。
（送
り
仮

名
は
不
要
。
）

問
四
　
傍
線
部
０
の
部
分
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
左
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
た
だ
私
が
も
の
を
言
う
と
、
誰
も
そ
れ
に
反
対
す
る
も
の
が
な
い
の
は
楽
し
い
。

日
　
た
だ
私
が
も
の
を
言
う
と
、
誰
も
反
論
し
て
く
れ
な
い
の
は
面
白
く
な
い
。

ハ
　
た
だ
私
が
間
違
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
も
、
誰
も
反
対
で
き
な
い
の
は
楽
し
い
。

〓一　
た
だ
こ
れ
ま
で
私
が
言
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は

一
つ
も
な
い
。

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
（必
要
に
応
じ
て
返
り
点

・
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
）
（中
央
大
・
法
）

) *) ( 2

幾キ毅ヲ

日ハヽ
ク

子 以テー 君 人 孔
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問
五
　
傍
線
部
０
の
部
分
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
左
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
君
主
の
言
わ
れ
る
の
が
正
し
く
て
も
、
反
論
す
る
者
が

一
人
も
い
な
け
れ
ば
、
や
は
り
良
く
な
い
結
果
に
な
る
で
し
ょ
う
。

日
　
君
主
の
言
わ
れ
る
こ
と
が
間
違
っ
て
い
な
い
の
に
、
反
対
す
る
も
の
が
い
る
な
ら
、
そ
れ
は
や
は
り
良
く
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

ハ
　
君
主
の
言
わ
れ
る
こ
と
が
正
し
く
て
、
す
べ
て
そ
の
と
お
り
に
な
る
な
ら
、
そ
れ
も
大
変
良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

】一　
君
主
の
言
わ
れ
る
こ
と
が
正
し
く
て
、
そ
れ
に
反
対
す
る
者
が
い
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
も
大
変
良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。



249「 論語」/「鶴林玉露」

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
間
に
答
え
よ
。
（東
京
大
）

ネ
楊

誠

斎

夫

人

羅

氏
、
嘗

射

＊
紡

絹

以

為
レ
衣
。
時

年

ヲ
　
　
　
カ
チ
テ
　
　
　
テ
　
　
　
ズ

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１７２
ぺ
‐
ジ

「錐

ポ

ヽ
―

引

計

叶

邸

才
計
升
是レ
誠ェ
何ノ
ｂ

誠

斎

父

子
、
恥

群

難

恥

到

卦

翁
鶴
林
玉
露
じ

来
楊
誠
斎
＝
名
は
万
里
。
南
来
の
詩
人
。
　
圃
Ｈ
は
た
け
。
　
締
＝
麻
の
一
種
。

紡
絹
＝
つ
む
ぐ
。
　

東
山
＝
楊
東
山
。
こ
の
と
き
地
方
官
と
し
て
遠
地
に
赴

任
し
て
い
た
。
　

券
＝
為
替
。

於
二
郡
＊
固
一
種
レ
米
締
、

蓋

八

十

余

臭
。
其

医二積ミ既二子

乳 ス 謝
ス
 吾

＊
東

山
、月

俸

分

　

以

奉
レ
母
。判利

人
‐
ｑ
劇

疾
。

喚

　
出ダ
↓
テ
所
ノ
レ
積
ム
　
＊
為
一
日
′、レ
「陀
　
長
　
物
　
也
。

晦
、
意
　
不
レ
楽
シ】
果タ
シテ　
致
ス
レ
ん
。
今
　
餃
↓ク　
こ練
と
ク

貝ｕチ

　

　

　

　

　

」
生
ミ
二
四

子

〓
一

先
一、
悉
ク

二
‐

問

一　
夫
人
は
、
自
分
が
病
気
に
な
っ
た
原
因
が
ど
う
い
う
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

間
二
　
傍
線
部

「吾
無
レ事
央
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
具
体
的
に
説
明
せ
よ
。

間
三
　
傍
線
部

「飢
二人
之
子
↓、
以
哺
登
田子
こ

と
は
、
ど
う
す
る
こ
と
か
。
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

問
四
　
傍
線
部

「視
二金
玉
一如
二糞
土
こ

と
は
、
ど
う
い
う
精
神

・
態
度
を
表
し
て
い
る
か
。
本
文
全
体
を
踏
ま
え
て
、
簡
潔
に
記
せ
。

刀自

二

以
自

日
、

哉
。
」



５。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
Ｈ
門
一
酎
町
車
耐
酎
郵
引
―
Ｉ
Ｊ
ふ卵鯨痢
税
而
嗽
院
げ
孤
幅
口
廊
瀕

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

込
刃
〓
軍
Ｆ
到
一Ｅ

理引
Ｅ
　
　
一

‐――――

‐――――

―――‐‐

――――‐

――――‐

―――‐‐

―――‐

――――

‐―――

――――

――――

‐―――

‐――‐

――――

帥
　
願
ソ
ぽ
一　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
（必
要
に
応
じ
て
返
り
点

・
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。時

牛
抑
恐
難
“
静
咋
冊
１７３
ぺ
‐
ジ

子

張

間と考
於

孔

子
ェ
猷

嵩

刺
判
淵
判
調
劉

到

判

剣

　

不
ル
一
鵬

子
。
君

子
′、

正シ
エ
其
ノ

衣

忌
一、
ふ
ぉ
其
ノ

＊
屈

鴎

＊

引
川
丹

子
　
日
，、レ
島
二
五
　
美
ヲ
・ヽ
威
づ

四
　
島
〓、
斯
レ
　
可
二
以

　

偶

然ト
シテ
人

望
ミテ

而
　
畏ル
レ働
か
ヽ
斯
レ

不ザ
っヵ卜
亦夕

威
ニシテ
而

不
ル
一

徒

ラ
政

央
。

子

張

日
、
何

言胃
フ
二
五

美

一。

子

日
、

君

子

　

猛

フ

子
。
子

張

日
、
何

言胃
フ
「
四

亜
虫

子

日
、
不
庁
教
へ

而

農
テ
　
而
　
不

レ
費
ャ
リ
先
テ
　
而
　
不

レ
枢
】
欲
シ
テ
而
　
不

レ
む
爺
ラ
や
寵
か
　
　
殺
ス
　

言胃
フ
ニ
ぁ
　
虐
卜
一、
不
シ
庁
戒
メ
　

＊
防

レ
成
ル
ヲ
　
言胃
フ
ニ
之
ヲ
　
暴
卜
〕、
ぼ
恥

テ
毎

耐
テ
　
不

レ
癬
）
ぉ
廃
か
耐
テ
不

レ
稀
吻
ラ
子
　
張
　
日
′、レ
任
ヵ
　
言胃
フ
ニ
而
　

　

＊
致
ス
レ
難
　
言胃
フ
ニ
ぁ
　
賊
卜
〕、　
＊
側
↓
ク
あ
　
果
フ
”
人
二　
也
、
＊
出
　
納
　
之

不
ト
ラ
費
ャ
け

子
　

回
′、レ

。

因‐
り寸
劇
引

ウ
ー
引
劇
外
淵
靴
ド
制
料
錦
針
「
斡

・・
…―
帥

　

　

＊
ゃ
饗
か
ナ
ル
言胃
フ
「
之
ヲ
ネ
有
　
司
卜
一。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（「論
主町
じ

穂
苛

ポ

イ

韮

ｒ

司

料

坪

費‐
ャ
ド

珂

品
庁
可
キ
ゥ
努
ス

而

犠

レ
働

ぁ

　

　

　

＊
権
硯
＝
目
つ
き
。
見
た
目
。

億
然
＝
墳

Ｚ

か
で
い
か
め
し
い
。

フ

成

又
　
誰
　
怨
。
欲
レ
仁
　
而
　
得
レ
仁
、
又
　

焉

ゾ
島
ゥ
。
矧
刊

ヱ‐
∵
矧
靴
「　
　
　
　
　
Ｈ
成
果
を
要
求
す
る
。
致
レ期
＝
期
限
を
切
る
。
ね
レ之
＝
同
じ
よ
う
に
。
出

納
＝
出
す
。
渡
す
。
　

著
＝
惜
し
み
渋
る
。
　

有
司
＝
下
級
の
官
職
の
名
称
。

刻
「

管‐
コ

，
‐
無‐ク
刊

ノ‐、
‐
判
川
剰
「
虻
寸
翻
性
に
麒
則

斯
レ
　
不ザ
↓
ヵ

亦
夕
　
泰
ニ
シ
テ
而
　
　
　
　
　
転
じ
て
、け
ち
な
役
人
根
性
を
一言
つ
。　
○
従
―
従
　
魯
―
尊
　
悪
―
悪
　
悪

―
恵
　
努
―
労
　
揮
―
択
　
硯
―
視
　
教
―
教
　
猶
―
猶
　
奥
―
与

問

一　
傍
線
部
０
の
部
分
を
書
き
下
し
文
に
直
せ
。
（す
べ
て
平
仮
名
で
書
く
こ
と
。
「如
何
」
は

「
い
か
ん
ス
」
と
読
む
。
）

問
工
　
傍
線
部
０
の
部
分
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
と
思
う
も
の
を
左
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
人
民
が
何
に
よ
っ
て
利
益
を
得
て
い
る
の
か
を
調
べ
、
そ
の
方
法
で
自
分
も
利
益
を
得
る
、
こ
れ
も
ま
た
自
ら
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

し
か
も
費
用
を
か
け
ず
に
す
む
方
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
　
人
民
が
他
人
の
利
益
に
な
る
こ
と
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
程
度
に
応
じ
て
そ
の
者
に
も
褒
美
を
与
え
る
、
こ
れ
も
ま
た
人
民
に
恩
恵
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
、
し
か
も
自
分
は
頭
を
痛
め
ず
に
す
む
方
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ハ
　
人
民
が
利
益
を
得
ら
れ
る
政
策
を
優
先
的
に
実
行
し
、
そ
の
後
で
そ
の
利
益
を
国
に
吸
い
上
げ
る
、
こ
れ
も
ま
た
国
の
財
政
を
豊
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
し
か
も
出
費
を
ふ
や
さ
ず
に
す
む
方
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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一一　
人
民
が
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
事
柄
で
人
民
に
利
益
を
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
こ
れ
も
ま
た
人
民
に
恩
恵
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
し
か

も
自
ら
は
費
用
を
か
け
ず
に
す
む
方
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

間
三
　
傍
線
部
０
の
部
分
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
と
思
う
も
の
を
左
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
君
子
は
仕
事
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
、
そ
の
量
の
多
少
や
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
よ
う
に
真
剣
に
取
り
組
む
よ
う
に
す
る
。

日
　
君
子
は
他
国
と
付
き
合
う
に
当
た
っ
て
、
そ
の
国
の
人
日
の
多
少
や
国
上
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
よ
う
に
誠
意
を
も
っ
て
付
き
合
う
よ

う
に
す
る
。

ハ
　
君
子
は
人
民
と
接
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
人
数
の
多
少
や
勢
力
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
よ
う
に
丁
重
に
接
す
る
よ
う
に
す
る
。

一一　
君
子
と
い
う
も
の
は
、
自
ら
の
臣
下
の
数
の
多
少
や
領
地
の
面
積
の
大
小
に
よ
り
、
微
慢
に
な
っ
た
り
卑
屈
に
な
っ
た
り
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

問
四
　
傍
線
部
働
及
び
側
の

「之
」
は
そ
れ
ぞ
れ
何
を
指
す
か
、
文
中
の
表
現
を
用
い
て
答
え
よ
。

問
五
　
君
子
が
政
務
に
た
ず
さ
わ
る
上
で
守
る
べ
き
こ
と
は
何
で
あ
る
と
孔
子
は
述
べ
て
い
る
か
。
文
中
の
最
も
適
当
な
箇
所
を
選
び
、
そ
の
始
め
と

終
わ
り
の
各
二
年
で
答
え
よ
。
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轟
鷹
剛
欝
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
（但
し
、
設
間
の
都
合
で
返
り
点

・
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
）
（北
海
道
大
）

解
答

・
解
説
１７５
ぺ
‐
ジ

フ
　
　
　
ノ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

ニ
　
　
　
ノ
　
　
　
メ
テ
　
　
ヲ

奪
二
臣

璽
一、
今

臣

角
二

和　
令
一、　
米
清
　
旭
　
潔
　
設
心、　
＊
秋
　
一暑
　
　
年
　
臣
　
角
レ
君
　
治
レ
鄭
、
而
　
君

＊
西

門

豹

角
・登

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

巾
庁
れ
ヽ
而

君

晟
レ
し
、
臣

不ト
レ
縁
レ
治
ムル

央
。
茸
刻

シ
テ
　
　
　
ダ

　
　
　
ニ
ス
　
　
　
　
　
　
ア

モ
　
　
　
キ

之

端

針

私

利
・
也
。
而

甚

簡
二
左

右
一。
左

右

因

　

左

右
弘

ハ
ク

　

　

　

　

　

　

　

　

き
き

ニ
　
　
　
　
　
　
　
ラ

ー
ー
ー
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
　
　
ヶ

日
、
寡

人

異

不
レ
知
レ

相
　
血
（
＊
比
　
周
ァ　
而
　
亜
伊
メ
之
。
居

卜
＊
期
　
年
、
＊
上
々ル誰
。
君
　
　
刺
叫
園
司
耐
　
去
。
文
　
侯
　
不
レ
受

ル
リ

　

央

、

願

夕、
ク

ハ

子

　

勉
メ
テ

　

疑

二

寡

　

人
ノ

・

治
メ

中
卜

０

あ

ｏ

込

帆
二
其
ノ

＊
竪

一。
豹

自
ラ

話
テ

回
′、レ
臣

昔さ

桂
．ず

不

知

所

　

子
、
今

姉

矧

′、
‐
剰
．
願
′、ク
ハ言青
ヒ
レ
肇
、
復
夕
　
以
テ
　
治
メ
々
戦

　ヽ
　
ｄ
対
州
劇
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「韓
非
子
じ

酬
刊
川
潮
刊
酬
訓
、　
ｂ
困
引
―
劇
引
―
凋

レ
バ
　

を
フ
　

フ
　

ラ
ト
　
　
　
　
釣

　
罪
ェ
一。　
＊
文
　
侯
　
不

　

孫
　

而
　

復

　

　

　

　

＊
西
門
豹
＝
人
名
。
　

鄭
川
地
名
。
　

清
魁
潔
態

（せ
い
こ
く
け

っ
か
く
）
Ｈ

不
レ
営

　

請
　
伏
二
　
＊
斧

＊艇三百　姓二・ヽ一訣２．宝軍
左　右二】Ｏ期十　　　　　輔薪接範が。秋権御陀勝つ犠恥の拘誰陀嘘がに職闘劉齢拙能鋼材

典フ名
詐

豹

因リテ
重ク

年
ニシ
テ
上
ル
レ
誰
。
文
　
侯
　
迎
ヘテ
　
而
　
義
レ
。

ラ‐
一Ｙ

豹
　
装
テ
　
日
′、レ
往
　
　
　
　
　
璽
＝
君
主
が
臣
下
に
与
え
る
官
印
。　
斧
鎖
Ｈ
死
刑
に
処
す
る
た
め
の
刑
具
。

文
侯
＝
戦
国
、
魏
の
君
主
。
　
飲
＝
税
を
取
り
立
て
る
。

問

一　

傍
線
部
働
～
０
の

「
之
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を
指
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
指
す
も
の
を
、
文
中
の
語
を
も

っ
て
答
え
よ
。

間
二
　
傍
線
部

ａ

「不
知
所
以
治
鄭
」
を
平
仮
名
の
み
で
書
き
下
せ
。

（例
）
學
而
時
習
之
―
↓
ま
な
ん
で
と
き
に
こ
れ
を
な
ら
ふ

間
三
　
傍
線
部
ｂ

「今
臣
得
央
」
と
あ
る
が
、
何
が
分
か
っ
た
と
い
う
の
か
。
七
十
五
年
以
内
で
具
体
的
に
述
べ
よ
。

問
四
　
傍
線
部
ｃ

「途
納
璽
而
去
」
を
、
主
語
を
補
い
つ
つ
日
語
訳
せ
よ
。

問
五
　
傍
線
部
ｄ

「不
受
」
と
あ
る
が
、
文
侯
は
な
ぜ
受
け
な
か
っ
た
の
か
。
五
十
年
以
内
で
説
明
せ
よ
。




